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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プレゼンテーションプログラムにより生成された複数のスライドにアウトラインを表示
する装置であって、
　前記アウトラインのユーザ設定書式を受け入れる手段と、
　前記ユーザ設定書式で前記スライドに前記アウトラインを表示する手段と、
　アウトライン拡張オプションを選択させるメニューを含む表示オプションを表示する手
段と、
　ユーザが前記表示オプションで前記メニューから項目を選択するという設定操作をした
かを決定する手段と、
　前記ユーザが前記表示オプションで前記設定操作をしなかったという決定に応答して、
拡張された前記アウトラインにトピックのすべてを用いて前記アウトラインを表示する手
段と、
　前記ユーザが前記表示オプションで前記設定操作をしたという決定に応答して、前記ユ
ーザがアウトライン拡張オプションを選択したかを決定する手段と、
　前記ユーザが前記アウトライン拡張オプションを選択したという決定に応答して、前記
ユーザにより選択された前記アウトライン拡張オプションに従って前記アウトラインのト
ピックを拡張して表示する手段と、
　前記ユーザが前記表示オプションを設定したという決定に応答して、前記ユーザが前記
アウトラインの表示行数を制限したかを決定する手段と、
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　前記ユーザが前記アウトラインの前記行数を制限したという決定に応答して、前記ユー
ザにより制限された前記表示行数に前記アウトラインを修正する手段と、
　前記ユーザが前記表示オプションを設定したという決定に応答して、前記ユーザが、前
記アウトラインに表示されるトピックの種類を制限したかを決定する手段と、
　前記ユーザが前記アウトラインのトピックの前記数を制限したという決定に応答して、
前記ユーザにより制限された表示されるトピックの前記種類に前記アウトラインを修正す
る手段とを含み、
　インテリジェントアジェンダプログラムが、各スライドの大体の存続期間を表示するタ
イマを含み、前記アウトラインがプレゼンテーションにおける現在のスライドの文脈位置
を表示し、前記インテリジェントアジェンダプログラムが前記アウトラインを前記スライ
ドの各々のタイトルから自動的に生成する装置。
【請求項２】
　前記ユーザ設定書式が、前記アウトラインと関連する色及び線である、請求項１に記載
の装置。
【請求項３】
　前記ユーザ設定書式が、前記アウトラインのサイズである、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記ユーザ設定書式が、前記アウトラインのレイアウトである、請求項１に記載の装置
。
【請求項５】
　前記ユーザ設定書式が、前記アウトラインと関連するピクチャである、請求項１に記載
の装置。
【請求項６】
　前記ユーザ設定書式が、前記アウトラインと関連するテキストボックスである、請求項
１に記載の装置。
【請求項７】
　前記ユーザ設定書式が、前記アウトラインと関連するウェブメッセージである、請求項
１に記載の装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、スライドショー及びプレゼンテーション用のコンピュータプログラ
ムに関し、特に、スライドに関するアウトラインを表示及び更新するコンピュータプログ
ラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＭＩＣＲＯＳＯＦＴ（Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎの商標）ＰＯＷＥ
ＲＰＯＩＮＴ（Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎの商標）及びＬＯＴＵＳ（
ＩＢＭ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎの商標）ＦＲＥＥＬＡＮＣＥ　ＧＲＡＰＨＩＣＳ（ＩＢ
Ｍ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎの商標）のようなプレゼンテーションプログラムは当該技術
分野において周知である。プレゼンテーションプログラムの一般に受け入れられている使
用方法は、ユーザがプレゼンテーションプログラムでスライドショーの形態をとってプレ
ゼンテーションを生成することである。ユーザは次に、プレゼンテーション中、スライド
ショーを聴衆に見せることができる。ユーザがスライドショーを聴衆に見せているとき、
スライドショーにおける講演者の現在の文脈位置を判断できることは聴衆にとって有益で
ある。文脈位置は、プレゼンテーションでのあらゆるトピックの文脈における現在のスラ
イドの位置である。スライドショーにおける講演者の現在の文脈位置に関する認識は、現
在のスライドで伝えられている情報を理解するように意味を追加し、聴衆の能力を高める
ことができる。現在、聴衆は、プレゼンテーションにおける講演者の現在の文脈位置を追
跡し続ける方法を持たない。従って、プレゼンテーションにおける講演者の現在の文脈位
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置を聴衆に知らせる装置が必要である。
【０００３】
　ユーザは多くのプレゼンテーションプログラムによりページ番号をスライドに付けるこ
とができる。スライドにページ番号を付けることは、ページが何枚通過したか（すなわち
、物理位置）を聴衆に教えるが、プレゼンテーションに関する文脈情報を何も伝えない。
ページ番号が「ＹのうちのＸ番目のページ（Ｐａｇｅ　Ｘ　ｏｆ　Ｙ）」書式を用いると
きでさえ、ページ番号は文脈情報を何も伝えず、講演者が何よりもスライドを論じるのに
多くの時間を費やす可能性があるので、ページ番号が過った方向に導くおそれがある。ア
ウトラインタイプの書式は、文脈位置情報を聴衆に伝えるのに適している。従って、アウ
トライン書式で現在のスライドの文脈位置を聴衆に示す方法が必要である。
【０００４】
　静的印刷または電子文書に関する文脈情報を表示するアウトラインを用いてＡＤＯＢＥ
（Ｒ）文書を設定することができる。アウトラインは、現在のトピックより先行するトピ
ックと、当面のトピックに続くトピックとを含む。アウトラインは最初に短縮されている
が、読む人によりアウトライントピックを拡張することができる。読み人が文書をゆっく
りと見直すことができ、文書を完全に制御するので、ＡＤＯＢＥ（Ｒ）アウトラインは静
的文書にとって有益である。しかし、ＡＤＯＢＥ（Ｒ）ソフトウェアが、スライドへ映像
または音声を追加するようなプレゼンテーション機能を含まず、講演者に動画または対話
式のスライドを生成させることができないので、ＡＤＯＢＥ（Ｒ）アウトラインは、聴衆
に見せるスライドショーのような動的プレゼンテーションに適さない。
【０００５】
　その結果として、スライドショーにおける講演者の現在の位置を聴衆に知らせる方法が
当該技術分野において必要である。聴衆が理解しやすいアウトライン書式で聴衆に知らせ
る方法まで広げる必要がある。また、講演者がアウトラインの拡張及び短縮を制御できる
アウトラインが必要である。最後に、スライドショー中のスライドからアウトラインを作
成する自動化法が必要である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記で確認された要求を満たす本発明の最初の態様は、ユーザのプレゼンテーションの
進行に追随するアウトラインを含むスライドショーを表示する方法である。本発明のソフ
トウェア実施形態は、コンフィギュレーションプログラム（ＣＰ）及びインテリジェント
アジェンダプログラム（ＩＡＰ）を含む。ＣＰによりユーザは本発明のインテリジェント
アジェンダを設定することができる。ユーザはインテリジェントアジェンダの色及び線、
インテリジェントアジェンダのサイズ、インテリジェントアジェンダのレイアウト、イン
テリジェントアジェンダの背景のピクチャ、インテリジェントアジェンダのテキストボッ
クス、インテリジェントアジェンダのウェブオプション及びインテリジェントアジェンダ
の表示オプションを設定することができる。表示オプションを選択すると、ユーザはイン
テリジェントアジェンダのアウトラインの拡張を設定することができ、インテリジェント
アジェンダに表示される行数を制限することができ、インテリジェントアジェンダに表示
されるトピックを制限することができる。
【０００７】
　ユーザが、本発明と関連するプレゼンテーションプログラムを実行するときはいつでも
ＩＡＰが実行する。ユーザがインテリジェントアジェンダを設定しなかったら、ＩＡＰは
、選択されたスライドと、拡張されたアウトライン全体とを初期設定として表示する。ユ
ーザがインテリジェントアジェンダを設定したならば、ＩＡＰは拡張設定に従ってアウト
ラインを表示し、ユーザにより規定された設定制限に基づいてアウトラインを修正する。
ユーザは本発明を欠いたままで、スライドをナビゲートすることができる。本発明のイン
テリジェントアジェンダはプレゼンテーションを通じてユーザの進行を追跡し、プレゼン
テーションアウトラインにおける現在のトピックの文脈位置を聴衆に知らせる。
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【０００８】
　新規な特徴と確信する本発明の特性を特許請求の範囲に記載した。しかし、下記の例示
的な実施形態の詳細な説明を添付図面と併せて読みながら、これを参照することにより本
発明自体を理解するのが最も良い。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本明細書では、「上位にある」とは、メイントピックであるトピック、または、現在の
トピックに対して高いところにあるサブトピックを意味すべきである。
【００１０】
　本明細書では、「隣接する」とは、現在のトピックの直前または直後のトピックを意味
すべきである。
【００１１】
　本明細書では、「下位にある」とは、現在のトピックがメイントピックであろうとサブ
トピックであろうとにかかわらず、現在のトピックに対するサブトピックを意味すべきで
ある。
【００１２】
　本明細書では、「コンピュータ」とは、ユーザまたは他のコンピュータと相互作用でき
るプロセッサ、メモリ及びオペレーティングシステムを有する機械を意味すべきであり、
以下のものに限定するものではないが、デスクトップコンピュータ、ノート型コンピュー
タ、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）サーバ、ハンドヘルドコンピュータ及び
類似の装置を含むべきである。
【００１３】
　本明細書では、「メイントピック」とは、新たな主題を取り入れ、上位のトピックを持
たないトピックを意味すべきである。
【００１４】
　本明細書では、「次へ」とは、現在のトピックから、それに続くトピックに進むことを
意味すべきである。
【００１５】
　本明細書では、「プレゼンテーションプログラム」とは、スライドショーを表示するコ
ンピュータプログラムを意味すべきである。
【００１６】
　本明細書では、「前へ」とは、現在のトピックから直前のトピックに戻ることを意味す
べきである。
【００１７】
　本明細書では、「サブトピック」とは、メイントピックスライドにおける主題について
詳細に述べるスライドを意味すべきである。
【００１８】
　本明細書では、「トピック」とは、プレゼンテーションプログラムスライドショーにお
けるスライドを意味すべきである。
【００１９】
　図１は、本発明と関連するコンピュータネットワーク９０の説明図である。コンピュー
タネットワーク９０は、ネットワーク９６に電気的に接続されているローカルコンピュー
タ９５を含む。ローカルコンピュータ９５は、ネットワーク９６を介して遠隔コンピュー
タ９４及び遠隔コンピュータ９３に電気的に接続されている。ローカルコンピュータ９５
は、ネットワーク９６を介してサーバ９１及びデータベース９２にも電気的に接続されて
いる。ネットワーク９６をローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）のような簡易ネットワ
ーク手段とすることができ、または、広域ネットワーク（ＷＡＮ）あるいはインターネッ
トのような大きいネットワークとすることができる。更に、図１に示すコンピュータネッ
トワーク９０は、本発明を含む実行可能な動作ネットワークを示すものであり、構造上の
制限を意味するものではない。
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【００２０】
　プロセッサ、メモリ及び入力／出力装置の接続及び位置付けを含むコンピュータの内部
設定は当該技術分野において周知である。本発明は、コンピュータを動作させるためのコ
ンピュータプログラムあるいはコンピュータプログラムで具体化できる方法である。図２
を参照する。本発明の方法は、コンフィギュレーションプログラム（ＣＰ）３００及びイ
ンテリジェントアジェンダプログラム（ＩＡＰ）５００によりソフトウェア上で実施され
る。本明細書で記述されているＣＰ３００及びＩＡＰ５００を、図１に示したいずれかの
コンピュータのメモリ内に記憶することができる。あるいはまた、ＣＰ３００またはＩＡ
Ｐ５００あるいはその両方を、取り外し可能なディスク、ＣＤ－ＲＯＭまたはＵＳＢ記憶
装置のような外部記憶装置内に記憶することができる。メモリ１００は図１のコンピュー
タのうちの１つのコンピュータ内にあるメモリを例示する。また、メモリ１００はプレゼ
ンテーションプログラムあるいはプレゼンテーションプログラム１２０を含む。プレゼン
テーションプログラム１２０は、プレゼンテーションで視覚資材として一般に用いられる
コンピュータプログラムである。プレゼンテーションプログラム１２０の例として、ＭＩ
ＣＲＯＳＯＦＴ（Ｒ）ＰＯＷＥＲＰＯＩＮＴ（Ｒ）及びＬＯＴＵＳ（Ｒ）ＦＲＥＥＬＡＮ
ＣＥ　ＧＲＡＰＨＩＣＳ（Ｒ）が挙げられる。本発明は、メモリ１００を介してプレゼン
テーションプログラム１２０とインターフェースをとることができる。本発明の一部とし
て、プレゼンテーションプログラム１２０、ＣＰ３００及びＩＡＰ５００のいずれか１つ
または任意の組み合わせをもってメモリ１００を構成することができる。プロセッサ１０
６は、プレゼンテーションプログラム１２０、ＣＰ３００及びＩＡＰ５００のいずれか１
つまたは任意の組み合わせに含まれている命令を実行することができる。プロセッサ１０
６は、表示装置１０２上にデータを表示し、ユーザ入力装置１０４上のユーザ入力を受け
入れることもできる。プロセッサ１０６、ユーザ入力装置１０４、表示装置１０２及びメ
モリ１００は、図１におけるローカルコンピュータ９５のようなコンピュータの一部であ
る。プロセッサ１０６は、ネットワーク９６を介して他のコンピュータと通信することが
できる。
【００２１】
　他の実施形態では、プレゼンテーションプログラム１２０、ＣＰ３００及びＩＡＰ５０
０のいずれか１つまたは任意の組み合わせを他のコンピュータのメモリに記憶することが
できる。プレゼンテーションプログラム１２０、ＣＰ３００及びＩＡＰ５００のいずれか
１つまたは任意の組み合わせを他のコンピュータのメモリに記憶することにより、プロセ
ッサ作業負荷を、１つのプロセッサの代わりに複数のプロセッサにわたって分散させるこ
とができる。様々なメモリにわたるプレゼンテーションプログラム１２０、ＣＰ３００及
びＩＡＰ５００のいずれか１つまたは任意の組み合わせの更なる構成は当業者により既知
である。本発明を、方法、スタンドアロンコンピュータプログラム、または既存のコンピ
ュータプログラムへのプラグインとすることができる。当業者は、既存のコンピュータプ
ログラムへプラグインするため、本明細書に記載するようなコンピュータプログラムを設
定する方法を知っている。
【００２２】
　図３には、本発明の概念を示すのに用いられるスライドショーのアウトライン２００を
示す。トピックを２つの区分すなわちメイントピック及びサブトピックに分割することが
できる。メイントピックは、新たな主題を取り入れるスライドである。サブトピックは、
メイントピックスライドにおける主題について詳細に述べるスライドである。メイントピ
ックは、サブトピックより上位にあることを意味する。サブトピックは、メイントピック
より下位にあることを意味する。トピックの区分にかかわらず、現在のトピックから、そ
れに続くトピックに進むことは、次のトピックに行くことを意味する。同様に、現在のト
ピックから直前のトピックに戻ることは、前のトピックに行くことを意味する。図３では
、アウトライン２００が、８個のメイントピックに配置された１２個のスライドを含む。
メイントピックIＶは３個のサブトピックを有し、メイントピックＶは１個のサブトピッ
クを有する。
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【００２３】
　図４には、本発明のコンフィギュレーションプログラム（ＣＰ）３００のロジックを示
す。ＣＰ３００は、本発明のインテリジェントアジェンダを設定するプログラムである。
ユーザがプレゼンテーションプログラム１２０のオプションメニュを呼び出すときにＣＰ
３００は開始する（３０２）。次に、ユーザはインテリジェントアジェンダオプションを
オプションメニュから選択する（３０４）。その後、ＣＰ３００は、プレゼンテーション
プログラム１２０でスライドからタイトルを読み取る（３０６）。トピックが正しいアウ
トライン書式であるかを決定するため、ＣＰ３００はユーザに問い合わせを行う（３０８
）。トピックが正しいアウトライン書式であれば、ＣＰ３００はステップ３１２に進む。
トピックが正しいアウトライン書式でなければ、ユーザはトピックのアウトラインを再編
成する（３１０）。トピックのアウトラインを再編成する場合、ユーザはトピック及びサ
ブトピックの編成を取り決めることができる。ユーザは所望に応じてトピックの名称を変
更することもできる。次に、ＣＰ３００はステップ３１２に進む。
【００２４】
　ステップ３１２では、ユーザがインテリジェントアジェンダ色及び線を設定したいかを
ＣＰ３００が決定する（３１２）。ユーザがインテリジェントアジェンダ色及び線を設定
したくなければ、ＣＰ３００はステップ３１６に進む。ユーザがインテリジェントアジェ
ンダ色及び線を設定したければ、ＣＰ３００はインテリジェントアジェンダ色及び線のユ
ーザ設定を受け入れる（３１４）。ユーザは、図５に示すＧＵＩ４００を用いてインテリ
ジェントアジェンダ色及び線を設定することができる。次に、ＣＰ３００はステップ３１
６に進む。
【００２５】
　ステップ３１６では、ユーザがインテリジェントアジェンダサイズを設定したいかをＣ
Ｐ３００が決定する（３１６）。ユーザがインテリジェントアジェンダサイズを設定した
くなければ、ＣＰ３００はステップ３２０に進む。ユーザがインテリジェントアジェンダ
サイズを設定したければ、ＣＰ３００はインテリジェントアジェンダサイズのユーザ設定
を受け入れる（３１８）。ユーザは、図６に示すＧＵＩ４００を用いてインテリジェント
アジェンダサイズを設定することができる。次に、ＣＰ３００はステップ３２０に進む。
【００２６】
　ステップ３２０では、ユーザがインテリジェントアジェンダレイアウトを設定したいか
をＣＰ３００が決定する（３２０）。ユーザがインテリジェントアジェンダレイアウトを
設定したくなければ、ＣＰ３００はステップ３２４に進む。ユーザがインテリジェントア
ジェンダレイアウトを設定したければ、ＣＰ３００はインテリジェントアジェンダレイア
ウトのユーザ設定を受け入れる（３２２）。ユーザは、図７に示すＧＵＩ４００を用いて
インテリジェントアジェンダレイアウトを設定することができる。次に、ＣＰ３００はス
テップ３２４に進む。
【００２７】
　ステップ３２４では、ユーザがインテリジェントアジェンダピクチャを設定したいかを
ＣＰ３００が決定する（３２４）。ユーザがインテリジェントアジェンダピクチャを設定
したくなければ、ＣＰ３００はステップ３２８に進む。ユーザがインテリジェントアジェ
ンダピクチャを設定したければ、ＣＰ３００はインテリジェントアジェンダピクチャのユ
ーザ設定を受け入れる（３２６）。ユーザは、図８に示すＧＵＩ４００を用いてインテリ
ジェントアジェンダピクチャを設定することができる。次に、ＣＰ３００はステップ３２
８に進む。
【００２８】
　ステップ３２８では、ユーザがインテリジェントアジェンダテキストボックスを設定し
たいかをＣＰ３００が決定する（３２８）。ユーザがインテリジェントアジェンダテキス
トボックスを設定したくなければ、ＣＰ３００はステップ３３２に進む。ユーザがインテ
リジェントアジェンダテキストボックスを設定したければ、ＣＰ３００はインテリジェン
トアジェンダテキストボックスのユーザ設定を受け入れる（３３０）。ユーザは、図９に
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示すＧＵＩ４００を用いてインテリジェントアジェンダテキストボックスを設定すること
ができる。次に、ＣＰ３００はステップ３３２に進む。
【００２９】
　ステップ３３２では、ユーザがインテリジェントアジェンダウェブオプションを設定し
たいかをＣＰ３００が決定する（３３２）。ユーザがインテリジェントアジェンダウェブ
オプションを設定したくなければ、ＣＰ３００はステップ３３６に進む。ユーザがインテ
リジェントアジェンダウェブオプションを設定したければ、ＣＰ３００はインテリジェン
トアジェンダウェブオプションのユーザ設定を受け入れる（３３４）。ユーザは、図１０
に示すＧＵＩ４００を用いてインテリジェントアジェンダウェブオプションを設定するこ
とができる。次に、ＣＰ３００はステップ３３６に進む。
【００３０】
　ステップ３３６では、ユーザがインテリジェントアジェンダ表示オプションを設定した
いかをＣＰ３００が決定する（３３６）。ユーザがインテリジェントアジェンダ表示オプ
ションを設定したくなければ、ＣＰ３００はステップ３４０に進む。ユーザがインテリジ
ェントアジェンダ表示オプションを設定したければ、ＣＰ３００はインテリジェントアジ
ェンダ表示オプションのユーザ設定を受け入れる（３３８）。ユーザは、図１１に示すＧ
ＵＩ４００を用いてインテリジェントアジェンダ表示オプションを設定することができる
。次に、ＣＰ３００はステップ３４０に進む。ステップ３４０では、ＣＰ３００が終了す
る（３４０）。
【００３１】
　図５は、ユーザが本発明のインテリジェントアジェンダを設定できるグラフィカルユー
ザインターフェース（ＧＵＩ）４００の説明図である。ＧＵＩ４００は色及び線タブ４１
０のような複数の設定タブを含む。色及び線タブ４１０は塗りつぶしオプション４１２、
線オプション４１４及び矢印オプション４１６を含む。ユーザは、塗りつぶしオプション
４１２を用いてインテリジェントアジェンダの背景色及び透かしを設定することができる
。ユーザは、線オプション４１４を用いてスライドの残りからインテリジェントアジェン
ダを分離するのに用いられる線の色、スタイル及び幅を設定することができる。ユーザは
、矢印オプション４１６を用いてインテリジェントアジェンダ上の現在のトピックまたは
サブトピックを指し示すポインタ矢印のスタイル及びサイズを設定することができる。ユ
ーザは、「ＯＫ」ボタンをクリックすることにより設定オプションを受け入れることがで
き、または、「キャンセル」ボタンをクリックすることにより設定オプションをキャンセ
ルすることができる。その他のオプションを色及び線タブ４１０に設定できることを当業
者は理解するであろう。
【００３２】
　図６は、サイズタブ４２０を表示するＧＵＩ４００の説明図である。サイズタブ４２０
によりユーザは本発明のインテリジェントアジェンダのサイズを設定することができる。
サイズタブ４２０は、サイズ及び回転オプション４２２、比率オプション４２４、並びに
原型のサイズデータ４２６を含む。サイズ及び回転オプション４２２よりユーザはインテ
リジェントアジェンダの高さ及び幅を設定することができる。所望に応じ、サイズ及び回
転オプション４２２よりユーザはインテリジェントアジェンダを回転することもできる。
比率オプション４２４は、ユーザがインテリジェントアジェンダの相対的サイズを変更す
ることによりインテリジェントアジェンダの高さ及び幅を修正できるようにする。また、
比率オプション４２４によりユーザがインテリジェントアジェンダの縦横比（高さ対幅の
比率）を固定することができる。比率オプション４２４によりユーザが、原型のピクチャ
サイズに対して高さ及び幅を変更することもできる。原型のサイズデータ４２６はインテ
リジェントアジェンダの原型のサイズであり、インテリジェントアジェンダのサイズを修
正する際、ユーザは原型のサイズデータ４２６を基準として用いることができる。「リセ
ット」ボタンによりユーザは、原型のサイズデータ４２６に記述されているサイズにイン
テリジェントアジェンダのサイズをリセットすることができる。ユーザは、「ＯＫ」ボタ
ンをクリックすることにより設定オプションを受け入れることができ、または、「キャン
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セル」ボタンをクリックすることにより設定オプションをキャンセルすることができる。
その他のオプションをサイズタブ４２０に設定できることを当業者は理解するであろう。
【００３３】
　図７は、レイアウトタブ４３０を表示するＧＵＩ４００の説明図である。レイアウトタ
ブ４３０によりユーザは本発明のインテリジェントアジェンダのレイアウトを設定するこ
とができる。レイアウトタブ４３０は、ラッピングスタイルオプション４３２、水平方向
の配置オプション４３４及びスライド上の位置オプション４３６を含む。ラッピングスタ
イルオプション４３２によりユーザは、インテリジェントアジェンダがスライドのテキス
トと相互作用する方法を設定することができる。実行可能なラッピングオプションは、テ
キスト行内、四角、密接、テキストの背面及びテキストの前面である。水平方向の配置オ
プション４３４によりユーザはインテリジェントアジェンダの水平方向の配置を指定する
ことができる。実行可能な水平方向の配置は左、中央、右及びその他である。レイアウト
タブ４３０がインテリジェントアジェンダの垂直方向の配置について類似のオプションを
用いて設定できることを当業者は理解するであろう。ユーザが水平方向の配置オプション
４３４の「その他」を選択すれば、ユーザは、スライド上の位置オプション４３６を用い
て水平方向の配置を指定する必要がある。ユーザは、スライド上の位置オプション４３６
を用いてインテリジェントアジェンダの垂直方向の位置をも指定することができる。ユー
ザは、「ＯＫ」ボタンをクリックすることにより設定オプションを受け入れることができ
、または、「キャンセル」ボタンをクリックすることにより設定オプションをキャンセル
することができる。その他のオプションをレイアウトタブ４３０に設定できることを当業
者は理解するであろう。
【００３４】
　図８は、ピクチャタブ４４０を表示するＧＵＩ４００の説明図である。．ｊｐｇ、．ｇ
ｉｆまたは．ｂｍｐファイルのような画像ファイルからのピクチャを用いて本発明のイン
テリジェントアジェンダを設定することができる。画像ファイルをインターネット上に記
憶し、本発明のインテリジェントアジェンダが画像ファイルにアクセスすることができる
。ピクチャタブ４４０によりユーザは本発明のインテリジェントアジェンダのピクチャを
設定することができる。ピクチャタブ４４０は切り取りオプション４４２及び画像制御オ
プション４４４を含む。切り取りオプション４４２によりユーザは、大きいピクチャから
ピクチャの一部を切り取ることができる。画像制御オプション４４４によりユーザは、イ
ンテリジェントアジェンダの背景に用いられるピクチャの色、輝度及びコントラストを制
御することができる。所望に応じ、「圧縮」ボタンによりユーザは画像を圧縮または引き
伸ばすことができる。ユーザが色、輝度及びコントラスト設定を修正した後、「リセット
」ボタンによりユーザは色、輝度及びコントラスト設定をリセットすることができる。ユ
ーザは、「ＯＫ」ボタンをクリックすることにより設定オプションを受け入れることがで
き、または、「キャンセル」ボタンをクリックすることにより設定オプションをキャンセ
ルすることができる。その他のオプションをピクチャタブ４４０に設定できることを当業
者は理解するであろう。
【００３５】
　図９は、テキストボックスタブ４５０を表示するＧＵＩ４００の説明図である。テキス
トボックスタブ４５０によりユーザは本発明のインテリジェントアジェンダ内にテキスト
表示領域を設定することができる。テキストボックスタブ４５０は内部余白オプション４
５２を含む。内部余白オプション４５２によりユーザはインテリジェントアジェンダ内部
の上、下、左及び右余白を設定することができる。ユーザは、インテリジェントアジェン
ダのテキストをワードラップするチェックボックスを選択することもできる。更に、ユー
ザは、インテリジェントアジェンダ内にテキストを合わせるようにインテリジェントアジ
ェンダのサイズを再設定するチェックボックスを選択することができる。ユーザは、イン
テリジェントアジェンダのテキストを書式化する「フォーマット呼び出し」ボタンを選択
することができる。ユーザは、インテリジェントアジェンダのテキストボックスをフレー
ムに変更する「フレームへの変換」ボタンを選択することができる。ユーザは、「ＯＫ」
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ボタンをクリックすることにより設定オプションを受け入れることができ、または、「キ
ャンセル」ボタンをクリックすることにより設定オプションをキャンセルすることができ
る。その他のオプションをテキストボックスタブ４５０に設定できることを当業者は理解
するであろう。
【００３６】
　図１０は、ウェブタブ４６０を表示するＧＵＩ４００の説明図である。本発明の一部と
して、インターネットに記憶されているピクチャを用いてインテリジェントアジェンダを
設定することができる。ウェブタブ４６０によりユーザは、インターネット画像をロード
しているとき、または利用できないときに表示する代わりのメッセージを設定することが
できる。ウェブタブ４６０は代わりのテキストオプション４６２を含む。代わりのテキス
トオプションによりユーザは、インターネットからの画像を表示することができないとき
に表示するテキストを入力することができる。ユーザは、「ＯＫ」ボタンをクリックする
ことにより設定オプションを受け入れることができ、または、「キャンセル」ボタンをク
リックすることにより設定オプションをキャンセルすることができる。その他のオプショ
ンをウェブタブ４６０に設定できることを当業者は理解するであろう。
【００３７】
　図１１は、表示オプションタブ４７０を表示するＧＵＩ４００の説明図である。表示オ
プションタブ４７０によりユーザは、本発明のインテリジェントアジェンダのアウトライ
ンの表示及び拡張を設定することができる。表示オプションタブ４７０は拡張オプション
４７２、行数制限オプション４７４及び表示アウトライン制限オプション４７６を含む。
拡張オプション４７２によりユーザは、メイントピックを超えてアウトラインを拡張する
チェックボックスを選択することができる。ユーザは、アウトライン全体を拡張するよう
選択することができ、または、特定のレベル数のアウトラインだけを拡張するよう選択す
ることができる。ユーザは、現在のトピックだけを拡張するようプレゼンテーションプロ
グラムに命令するチェックボックスも選択することができる。
【００３８】
　行数制限オプション４７４によりユーザは、インテリジェントアジェンダに表示される
行数を制限することができる。行数制限オプション４７４のチェックボックスを選択する
ことによりユーザは、インテリジェントアジェンダに表示される行の総数を設定すること
ができる。アウトラインの行数が、行数制限オプション４７４で設定された表示行数を超
えると、ユーザは、表示される行を決定する方法を選択する必要がある。ユーザは、トピ
ックの区分（すなわち、メイントピックまたはサブトピック）にかかわらず、隣接するト
ピックを表示するラジオボタンを選択することができる。このオプションは、現在のトピ
ックの直前及び直後が何であるかを聴衆が知る必要があるときに有益である。あるいはま
た、ユーザは、メイントピックと、現在のトピックより上位にあるサブトピックとを表示
するラジオボタンを選択することができ、その後、許可されるならば、他に隣接のトピッ
クを表示する。例えば、ユーザが現在、図３の７番目のスライド（すなわち、IＶのＣ．
例）にいる場合であって、表示される行の数を５に制限し、２番目の表示オプションを選
択している場合、本発明は、インテリジェントアジェンダの４番目～８番目のスライドか
らトピックを表示する。７番目のスライドが現在のスライドであるので、本発明はアウト
ラインの７番目のスライドのトピックを表示する。４番目のスライドが現在のスライドよ
り上位にあるので、本発明は４番目のスライドのトピックをもアウトラインに表示する。
４番目のスライドの上位にこれ以上トピックが存在しないので、本発明は、現在のスライ
ドに隣接するスライドすなわち５番目、６番目及び８番目のスライドのトピックを表示す
る。第２のオプションは、聴衆が現在のスライドの文脈配置を理解する必要があるときに
有益である。
【００３９】
　表示アウトライン制限オプション４７６によりユーザは、所望のアウトライントピック
のみが表示されるようにインテリジェントアジェンダのアウトラインの表示を設定するこ
とができる。ユーザは、現在のトピックより前のトピックを表示するチェックボックスを



(10) JP 4857122 B2 2012.1.18

10

20

30

40

50

選択することができる。このことは、プレゼンテーション中に既に取り上げられたアウト
ライントピックが何であるかを聴衆が知る必要があるときに有益である。ユーザは、現在
のトピックより後のトピックを表示するチェックボックスをも選択することができる。こ
のことは、プレゼンテーションで次に取り上げられるアウトライントピックが何であるか
を聴衆が知る必要があるときに有益である。どちらのチェックボックスも選択しないこと
によりインテリジェントアジェンダは現在のトピックのみを表示することができる。両方
のチェックボックスを選択することによりインテリジェントアジェンダは、行数制限オプ
ション４７４の制限に従って現在のトピックより前と後のトピックを表示することができ
る。ユーザは、「ＯＫ」ボタンをクリックすることにより設定オプションを受け入れるこ
とができ、または、「キャンセル」ボタンをクリックすることにより設定オプションをキ
ャンセルすることができる。その他のオプションを表示オプションタブ４７０に設定でき
ることを当業者は理解するであろう。
【００４０】
　図１２には、本発明のインテリジェントアジェンダプログラム（ＩＡＰ）５００のロジ
ックを示す。ＩＡＰ５００は、プレゼンテーションプログラム１２０のスライドのインテ
リジェントアジェンダを表示するコンピュータプログラムである。ＩＡＰ５００は、ＣＰ
３００でユーザにより選択された設定に従ってインテリジェントアジェンダを表示する。
ユーザがプレゼンテーションプログラム１２０を実行する際にＩＡＰ５００が開始する（
５０２）。次に、ＩＡＰ５００はスライドショーの最初のスライドを表示する（５０４）
。次に、ＩＡＰ５００は、ユーザが表示オプションを設定したかを決定する（５０６）。
ユーザは、表示オプションタブ４７０を用いて表示オプションを設定することができる。
ユーザが表示オプションを設定しなかったら、ＩＡＰ５００はアウトラインのトピックの
すべてを表示し（５０８）、ステップ５２２に進む。ユーザが表示オプションを設定した
ならば、ＩＡＰ５００は、ユーザが拡張オプションを設定したかを決定する（５１０）。
ユーザが拡張オプションを設定しなかったら、ＩＡＰ５００はステップ５１４に進む。ユ
ーザが拡張オプションを設定したならば、ＩＡＰ５００は、ユーザにより選択された設定
オプションに従って拡張されたアウトラインを表示する（５１２）。次に、ＩＡＰ５００
はステップ５１４に進む。
【００４１】
　ステップ５１４では、ＩＡＰ５００は、ユーザが表示行数を制限したかを決定する（５
１４）。ユーザが表示行数を制限しなかったら、ＩＡＰ５００はステップ５１８に進む。
ユーザが表示行数を制限したならば、ＩＡＰ５００は、ユーザにより選択された設定オプ
ションに従ってアウトラインを修正するか、または表示するか、あるいはこれらの両方を
行う（５１６）。アウトラインがステップ５１２で表示されなかったら、ＩＡＰ５００は
ステップ５１６でアウトラインを表示する。アウトラインがステップ５１２で表示された
ならば、ＩＡＰ５００はステップ５１６でアウトラインを修正する。次に、ＩＡＰ５００
はステップ５１８に進む。
【００４２】
　ステップ５１８では、ＩＡＰ５００は、ユーザが前後のトピックの表示を制限したかを
決定する（５１８）。ユーザが前後のトピックの表示を制限しなかったら、ＩＡＰ５００
はステップ５２２に進む。ユーザが前後のトピックの表示を制限したならば、ＩＡＰ５０
０は、ユーザにより選択された設定オプションに従ってアウトラインを修正するか、また
は表示するか、あるいはこれらの両方を行う（５２０）。アウトラインがステップ５１２
またはステップ５１６で表示されなかったら、ＩＡＰ５００はステップ５２０でアウトラ
インを表示する。アウトラインがステップ５１２またはステップ５１６で表示されたなら
ば、ＩＡＰ５００はステップ５２０でアウトラインを修正する。次に、ＩＡＰ５００はス
テップ５２２に進む。
【００４３】
　ステップ５２２では、ＩＡＰ５００は、スライドショーで残ったスライドがあるかを決
定する（５２２）。残ったスライドがなければ、ＩＡＰ５００は終了する（５２８）。残
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ったスライドが存在すれば、ＩＡＰ５００は、ユーザがスライドをナビゲートするのを待
つ（５２４）。ユーザは、次のスライド、前のスライド、または、スライドショーのスラ
イドのどれかを選択することによりスライドをナビゲートすることができる。ユーザがス
ライドをナビゲートすると、ＩＡＰ５００は、ユーザにより選択されたスライド（すなわ
ち、次のスライド、前のスライド、または、選択されたスライド）を表示し、ステップ５
０６に戻る。
【００４４】
　図１３、図１４、図１５及び図１６には、本発明のインテリジェントアジェンダのアウ
トラインを下に向かっていくポインタの進行を示す。インテリジェントアジェンダは、ス
ライドの左下隅に提示されているアウトラインである。ユーザが、あるスライドから他の
スライドにナビゲートするとき、ポインタは、ユーザが論じている現在のトピックを指し
示す。更に、現在のトピックは、インテリジェントアジェンダ上にボールド体で提示され
ている。図１３～図１６は、図１７～図２３の比較のために用いられる。
【００４５】
　図１７には、色及び線タブ４１０を用いて修正されたインテリジェントアジェンダを示
す。図１７では、アウトラインの背景色が除去されている。
【００４６】
　図１８には、レイアウトタブ４３０を用いて修正されたインテリジェントアジェンダを
示す。インテリジェントアジェンダは左下隅から右下隅へ移動されている。
【００４７】
　図１９には、表示オプションタブ４７０において拡張オプション４７２を用いて修正さ
れたインテリジェントアジェンダを示す。特に、図１９では、インテリジェントアジェン
ダは現在のサブトピックに対してアウトラインを拡張している。また、図１９では、メイ
ントピックがボールド体であって、ポインタにより指し示されるが、現在のサブトピック
のみがボールド体であるようにインテリジェントアジェンダが設定されている。ユーザが
次のスライドにナビゲートすれば、「詳細な部分」項目はもはやボールド体ではなくなり
、「支援情報」アウトライン項目がボールド体になる。
【００４８】
　図２０及び２１には、表示オプションタブ４７０において行数制限オプション４７４を
用いて修正されたインテリジェントアジェンダを示す。特に、図２０及び２１では、行数
は５に制限されている。図２０には、行数制限オプション４７４における２つの表示方法
の一方を示す。図２１には、行数制限オプション４７４における２つの表示方法の他方を
示す。
【００４９】
　図２２及び２３には、表示オプションタブ４７０において表示アウトライン制限オプシ
ョン４７６を用いて修正されたインテリジェントアジェンダを示す。特に、図２２では、
ユーザは、現在のトピックより前のトピックではなく、現在のトピックより後のトピック
を表示するように選択している。図２３では、ユーザは、現在のトピックより後のトピッ
クではなく、現在のトピックより前のトピックを表示するように選択している。
【００５０】
　本発明の他の実施形態では、各アウトライン項目の大体の長さ、または、プレゼンテー
ションの大体の長さ、あるいはその両方を知らせるタイマを用いてインテリジェントアジ
ェンダを設定することができる。この実施形態は、聴衆が特定のトピックにおける残りの
時間、または、プレゼンテーション全体に対する残りの時間を知る必要があるときに有益
である。
【００５１】
　上記の説明に関して、当然のことながら、サイズ変化、資料、形状、形式、機能、操作
方法、組み立て及び使用を含む本発明の部分に対して最適な寸法関係が当業者に簡単に分
かると考えられる。本発明は、図面及び本明細書に示すものに等価な関係のすべてを含む
。この開示に含まれている幾つかのステップを再順序付けまたは削除することに関して、
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本発明の斬新な精神は依然として具体化されている。本発明の精神は、特許請求の範囲の
適切な解釈によることを除く何らかの方法で限定されることを意味するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明を実施するのに用いられるコンピュータネットワークの説明図である。
【図２】メモリ及びプロセッサを含み、本発明と関連するコンピュータの説明図である。
【図３】本発明に関するトピックのアウトラインの説明図である。
【図４】本発明のコンフィギュレーションプログラム（ＣＰ）のロジックの説明図である
。
【図５】本発明の色及び線タブの説明図である。
【図６】本発明のサイズタブの説明図である。
【図７】本発明のレイアウトタブの説明図である。
【図８】本発明のピクチャタブの説明図である。
【図９】本発明のテキストボックスタブの説明図である。
【図１０】本発明のウェブタブの説明図である。
【図１１】本発明の表示オプションタブの説明図である。
【図１２】本発明のインテリジェントアジェンダプログラム（ＩＡＰ）のロジックの説明
図である。
【図１３】本発明のインテリジェントアジェンダを下に向かっていくポインタの進行を示
す図である。
【図１４】本発明のインテリジェントアジェンダを下に向かっていくポインタの進行を示
す図である。
【図１５】本発明のインテリジェントアジェンダを下に向かっていくポインタの進行を示
す図である。
【図１６】本発明のインテリジェントアジェンダを下に向かっていくポインタの進行を示
す図である。
【図１７】ＣＰの色及び線タブを用いて修正されたインテリジェントアジェンダを示す図
である。
【図１８】ＣＰのレイアウトタブを用いて修正されたインテリジェントアジェンダを示す
図である。
【図１９】ＣＰの表示オプションタブを用いて修正されたインテリジェントアジェンダを
示す図である。
【図２０】ＣＰの表示オプションタブを用いて修正されたインテリジェントアジェンダを
示す図である。
【図２１】ＣＰの表示オプションタブを用いて修正されたインテリジェントアジェンダを
示す図である。
【図２２】ＣＰの表示オプションタブを用いて修正されたインテリジェントアジェンダを
示す図である。
【図２３】ＣＰの表示オプションタブを用いて修正されたインテリジェントアジェンダを
示す図である。
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